
(57)【要約】

【課題】　第一の脱水部で分離された分離液を汚泥脱水

処理過程において有効活用し得る汚泥脱水装置を提供す

る。

【解決手段】　第一の脱水部３と、該第一の脱水部３で

脱水された汚泥をさらに脱水する第二の脱水部４と、を

備え、前記第一の脱水部３で分離された分離液Ｗが前記

第二の脱水部４の通水性濾過室１２上に供給されるよう

にした。このため、脱水作業中は常時、前記通水性濾過

室１２の外表面が前記分離液Ｗで洗浄されることになり

、前記通水性濾過室１２の目詰まり等が防止される。好

ましくは、前記第一の脱水部３の通水性濾過室６を、前

記第二の脱水部４の前記通水性濾過室１２の真上に配置

する。このようにすれば、前記分離液Ｗを前記第二の脱

水部４へと供給するための特別な手段が不要となるほか

、前記汚泥脱水装置全体としての据付面積も節約できる

。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 一 の 脱 水 部 と 、 第 二 の 脱 水 部 と 、 を 備 え 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 で 分 離 さ れ た 分 離 液 が 前
記 第 二 の 脱 水 部 の 通 水 性 濾 過 室 上 に 供 給 さ れ る よ う に せ し め て な る 、 汚 泥 脱 水 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 二 の 脱 水 部 は 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 で 脱 水 さ れ た 汚 泥 を さ ら に 脱 水 す る 脱 水 部 で あ
る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 汚 泥 脱 水 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 一 の 脱 水 部 の 通 水 性 濾 過 室 を 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 の 前 記 通 水 性 濾 過 室 の 真 上 に 配
置 し て な る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 汚 泥 脱 水 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 一 の 脱 水 部 と 前 記 第 二 の 脱 水 部 と を 連 通 せ し め る 汚 泥 通 路 が 、 前 記 第 一 の 脱 水 部
か ら 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ 向 け て 下 向 き に 延 び て い て 、 該 第 二 の 脱 水 部 に 近 づ く に つ れ て 拡
開 し て い る 、 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 汚 泥 脱 水 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 一 の 脱 水 部 と 前 記 第 二 の 脱 水 部 と を 連 通 せ し め る 汚 泥 通 路 を 、 前 記 第 二 の 脱 水 部
へ の 汚 泥 の 通 過 を 許 容 す る 通 泥 状 態 と 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ の 汚 泥 の 通 過 を 阻 止 し て 外 部
へ 排 出 す る 排 泥 状 態 と 、 に 切 換 え 可 能 な 給 泥 制 御 機 構 を 備 え て い る 、 請 求 項 ２ ， ３ 又 は ４
に 記 載 の 汚 泥 脱 水 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 給 泥 制 御 機 構 は 、 前 記 汚 泥 通 路 を 画 成 す る 通 泥 時 姿 勢 と 、 前 記 汚 泥 通 路 を 横 切 る よ
う に 延 び て 汚 泥 を 前 記 汚 泥 通 路 の 外 部 へ と 案 内 す る 排 泥 時 姿 勢 と 、 に 変 位 自 在 な 流 路 変 更
用 フ ラ ッ プ と 、 排 泥 口 を 閉 じ て 前 記 汚 泥 通 路 を 画 成 す る 通 泥 時 姿 勢 と 、 前 記 排 泥 口 を 開 放
す る 排 泥 時 姿 勢 と 、 に 変 位 自 在 な 排 泥 口 開 閉 用 フ ラ ッ プ と 、 を 備 え て い る 、 請 求 項 ５ に 記
載 の 汚 泥 脱 水 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 第 一 の 脱 水 部 で 脱 水 し た 汚 泥 を 第 二 の 脱 水 部 で さ ら に 脱 水 す る 汚 泥 脱 水 方 法 で あ っ て 、
前 記 第 一 の 脱 水 部 で 分 離 さ れ た 分 離 液 を 前 記 第 二 の 脱 水 部 の 洗 浄 液 と し て 用 い る こ と を 特
徴 と す る 、 汚 泥 脱 水 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 汚 泥 脱 水 装 置 及 び 汚 泥 脱 水 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 下 水 処 理 場 や 、 屎 尿 処 理 場 、 製 紙 工 場 等 で 排 出 さ れ る 汚 泥 を 脱 水 す る た め の 装 置 と し て
、 従 来 、 凝 集 剤 を 添 加 し た 汚 泥 を 予 備 濃 縮 （ 予 備 脱 水 ） す る 重 力 式 の 予 備 濃 縮 部 と 、 該 予
備 濃 縮 部 で 濃 縮 さ れ た 濃 縮 汚 泥 を 脱 水 す る 圧 搾 式 等 の 脱 水 部 と 、 を 備 え た 脱 水 装 置 が 知 ら
れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ２ ２ ２ ２ ７ ８ 号 公 報 （ 特 に 、 ０ ０ １ ３ 段 落 及 び 図 １ 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ に は 明 示 的 に は 述 べ ら れ て い な い が 、 従 来 、 前 記 予 備 濃 縮 部 で 分 離 さ れ
た 分 離 液 は 、 そ の ま ま で 又 は 所 定 の 処 理 を 施 し て 装 置 外 へ と 排 水 さ れ る の が 通 常 で あ り 、
汚 泥 脱 水 処 理 を 円 滑 に す る 等 の 目 的 で こ れ を 有 効 活 用 す る 等 の 提 案 は 未 だ な さ れ て い な い
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 前 記 脱 水 装 置 に よ れ ば 、 汚 泥 性 状 の 変 化 又 は 相 違 に よ り 、 添 加 し た 特 定 の 凝 集 剤
で は 十 分 な 汚 泥 凝 集 効 果 が 発 揮 さ れ な か っ た 場 合 で あ っ て も 、 前 記 予 備 濃 縮 部 で 濃 縮 処 理
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さ れ た 後 に は 、 そ の 濃 縮 汚 泥 の 全 て が そ の ま ま 前 記 脱 水 部 へ と 供 給 さ れ て し ま う の で 、 そ
の 場 合 に は 、 前 記 脱 水 部 で 目 標 と す る 脱 水 率 を 得 る こ と が で き な い 等 の 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 の 如 き 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 第 一 の 脱 水 部 と 、 第 二 の 脱 水 部 と
、 を 備 え た 汚 泥 脱 水 装 置 に お い て 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 で 分 離 さ れ た 分 離 液 を 有 効 活 用 し 得
る 汚 泥 脱 水 装 置 及 び 汚 泥 脱 水 方 法 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は ま た 、 汚 泥 の 凝 集 状 態 が 悪 い 場 合 で も 脱 水 率 が 低 下 す る こ と の な い 汚 泥 脱 水 装
置 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 汚 泥 脱 水 装 置 は 、 第 一 の 脱 水 部 と 、 第 二 の 脱 水
部 と 、 を 備 え 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 で 分 離 さ れ た 分 離 液 が 前 記 第 二 の 脱 水 部 の 通 水 性 濾 過 室
上 に 供 給 さ れ る よ う に し た も の で あ る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 で 分 離 さ れ た 分 離 液 が 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 の 前 記 通
水 性 濾 過 室 上 に 供 給 さ れ る の で 、 脱 水 作 業 中 は 常 時 、 前 記 通 水 性 濾 過 室 の 外 表 面 が 前 記 分
離 液 で 洗 浄 さ れ る こ と に な り 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 で の 分 離 液 が 有 効 活 用 さ れ る と と も に 、
前 記 通 水 性 濾 過 室 の 目 詰 ま り 等 が 防 止 さ れ て 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 適 な 実 施 の 一 形 態 と し て 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 は 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 で 脱 水 さ れ た 汚 泥
を さ ら に 脱 水 す る 脱 水 部 で あ る も の と す る こ と も で き る （ 請 求 項 ２ ） 。 こ の 場 合 、 前 記 第
一 の 脱 水 部 か ら 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ と 至 る 一 連 の 脱 水 処 理 工 程 に お い て 、 前 記 第 一 の 脱 水
部 か ら の 分 離 液 が 後 工 程 部 と し て の 前 記 第 二 の 脱 水 部 の 洗 浄 の 用 に 供 さ れ 、 一 連 の 脱 水 処
理 工 程 に お い て 生 ず る 分 離 液 を 該 一 連 の 脱 水 処 理 工 程 で 有 効 に 活 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 第 一 の 脱 水 部 に お け る 分 離 液 は 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 か ら 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ と 至 る
配 管 や 案 内 溝 等 を 通 じ て 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ と 供 給 す る こ と も で き る 。 し か し 、 好 適 な
実 施 の 一 形 態 と し て 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 の 通 水 性 濾 過 室 を 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 の 前 記 通 水
性 濾 過 室 の 真 上 に 配 置 し た も の と す る こ と も で き る （ 請 求 項 ３ ） 。 こ の よ う に す れ ば 、 前
記 第 一 の 脱 水 部 で 分 離 さ れ た 分 離 液 を そ の ま ま 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ と 流 下 せ し め る こ と に
よ り 、 該 第 二 の 脱 水 部 の 前 記 通 水 性 濾 過 室 を 洗 浄 す る こ と が で き る の で 、 前 記 分 離 液 を 前
記 第 二 の 脱 水 部 へ と 供 給 す る た め の 特 別 な 手 段 が 不 要 と な り 、 好 適 で あ る 。 ま た 、 上 か ら
見 て 前 記 二 つ の 通 水 性 濾 過 室 の 輪 郭 が 互 い に 重 な り 合 う こ と に な る の で 、 前 記 汚 泥 脱 水 装
置 全 体 と し て の 据 付 面 積 を 節 約 で き る 利 点 も あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 適 な 実 施 の 一 形 態 と し て 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 と 前 記 第 二 の 脱 水 部 と を 連 通 せ し め る 汚
泥 通 路 が 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 か ら 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ 向 け て 下 向 き に 延 び て い て 、 該 第 二
の 脱 水 部 に 近 づ く に つ れ て 拡 開 し て い る も の と す る こ と も で き る （ 請 求 項 ４ ） 。 こ の よ う
に す れ ば 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ 供 給 さ れ る 汚 泥 が 前 記 汚 泥 通 路 内 に 詰 ま っ て し ま う こ と が
防 止 さ れ て 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 適 な 実 施 の 一 形 態 と し て 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 と 前 記 第 二 の 脱 水 部 と を 連 通 せ し め る 汚
泥 通 路 を 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ の 汚 泥 の 通 過 を 許 容 す る 通 泥 状 態 と 、 前 記 第 二 の 脱 水 部 へ
の 汚 泥 の 通 過 を 阻 止 し て 外 部 へ 排 出 す る 排 泥 状 態 と 、 に 切 換 え 可 能 な 給 泥 制 御 機 構 を 備 え
た も の と す る こ と も で き る （ 請 求 項 ５ ） 。 こ の よ う に す れ ば 、 例 え ば 、 前 記 第 一 の 脱 水 部
に お け る 汚 泥 の 脱 水 ・ 凝 集 状 況 が 十 分 で な い 等 の 理 由 で 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 か ら 前 記 第 二
の 脱 水 部 へ と そ の ま ま 汚 泥 を 供 給 す る の が 不 適 当 な 場 合 に は 、 前 記 給 泥 制 御 機 構 を 操 作 し
て 、 前 記 汚 泥 通 路 を 前 記 通 泥 状 態 か ら 前 記 排 泥 状 態 へ と 切 換 え る こ と に よ り 、 前 記 第 二 の
脱 水 部 へ の 給 泥 を 阻 止 し て 外 部 へ 排 出 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 例 え ば 、 汚 泥 の 性 状 に

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-218888 A 2005.8.18



応 じ た 適 切 な 凝 集 剤 を 添 加 し て 再 度 前 記 第 一 の 脱 水 部 に 供 給 す る こ と で 、 脱 水 率 の 低 下 を
防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 適 な 実 施 の 一 形 態 と し て 、 前 記 給 泥 制 御 機 構 は 、 前 記 汚 泥 通 路 を 画 成 す る 通 泥 時 姿 勢
と 、 前 記 汚 泥 通 路 を 横 切 る よ う に 延 び て 汚 泥 を 前 記 汚 泥 通 路 の 外 部 へ と 案 内 す る 排 泥 時 姿
勢 と 、 に 変 位 自 在 な 流 路 変 更 用 フ ラ ッ プ と 、 排 泥 口 を 閉 じ て 前 記 汚 泥 通 路 を 画 成 す る 通 泥
時 姿 勢 と 、 前 記 排 泥 口 を 開 放 す る 排 泥 時 姿 勢 と 、 に 変 位 自 在 な 排 泥 口 開 閉 用 フ ラ ッ プ と 、
を 備 え た も の と す る こ と も で き る （ 請 求 項 ６ ） 。 こ の 場 合 、 前 記 両 フ ラ ッ プ を 前 記 通 泥 時
姿 勢 に 保 持 す る と 、 前 記 汚 泥 通 路 が 通 泥 状 態 と な り 、 前 記 両 フ ラ ッ プ を 前 記 排 泥 時 姿 勢 に
保 持 す る と 、 前 記 汚 泥 通 路 が 排 泥 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る 汚 泥 脱 水 方 法 は 、 第 一 の 脱 水 部 で 脱 水 し た 汚 泥 を 第 二 の 脱 水 部 で さ ら に 脱
水 す る 汚 泥 脱 水 方 法 で あ っ て 、 前 記 第 一 の 脱 水 部 で 分 離 さ れ た 分 離 液 を 前 記 第 二 の 脱 水 部
の 洗 浄 液 と し て 用 い る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る （ 請 求 項 ７ ） 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 汚 泥 脱 水 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 実 施 の 形 態 に 係 る 汚 泥 脱 水 装 置 １ は 、 汚 泥 凝 集 処 理 部 ２ と 、 第 一 の 脱 水 部 と し て の 予
備 濃 縮 部 （ 予 備 脱 水 部 ） ３ と 、 第 二 の 脱 水 部 と し て の 主 脱 水 部 ４ と 、 を 備 え て い る 。 処 理
対 象 と し て の 原 泥 （ 汚 泥 ） は 、 ま ず 、 前 記 汚 泥 凝 集 処 理 部 ２ で 凝 集 剤 を 添 加 さ れ て 粗 大 粒
状 の 凝 集 汚 泥 と さ れ 、 次 い で 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ で 予 備 的 な 脱 水 作 用 を 受 け て 濃 縮 汚 泥 と
さ れ 、 最 後 に 、 前 記 主 脱 水 部 ４ へ と 移 送 さ れ て 、 さ ら に 脱 水 処 理 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 最 も 大 き な 設 置 面 積 を 要 す る 前 記 主 脱 水 部 ４ の 真 上 に 前 記 予 備 濃 縮
部 ３ を 配 設 し 、 脱 水 装 置 全 体 と し て の 据 付 面 積 の 節 約 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 汚 泥 凝 集 処 理 部 ２ に お い て は 、 原 泥 に 凝 集 剤 が 添 加 さ れ て 、 攪 拌 せ し め ら れ る 。 凝
集 剤 は 、 原 泥 の 性 状 に 応 じ た 適 宜 の も の を 選 択 し て 使 用 す る 。 前 記 汚 泥 凝 集 処 理 部 ２ の 具
体 的 構 成 に つ い て 限 定 は な い が 、 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 の も の よ う に 、 モ ー タ ５ 等 を 駆 動
源 と し て 回 転 駆 動 さ れ る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア 式 の も の や 、 攪 拌 翼 を 有 す る も の 等 を 採 用 す
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 汚 泥 凝 集 処 理 部 ２ で 凝 集 せ し め ら れ た 汚 泥 は 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ へ と 供 給 さ れ て 、
適 宜 の 方 法 で 予 備 濃 縮 処 理 を 受 け る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ に お い て 、 重
力 に よ る 脱 水 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 す な わ ち 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ は 、 周 壁 が パ ン チ ン グ メ タ ル 等 の 通 水 性 多 孔 板 か ら な る 横
向 き 円 筒 状 の 予 備 濃 縮 用 濾 過 室 （ 予 備 濃 縮 用 通 水 性 濾 過 室 ） ６ と 、 該 予 備 濃 縮 用 濾 過 室 ６
内 に 同 心 に 配 設 し た ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ７ と 、 を 備 え て い る 。 前 記 予 備 濃 縮 用 濾 過 室 ６ は
、 前 記 汚 泥 凝 集 処 理 部 ２ 側 の 端 部 に 、 前 記 凝 集 汚 泥 を 受 け 入 れ る た め の 凝 集 汚 泥 入 口 ８ を
備 え 、 そ の 反 対 側 の 端 部 に 、 濃 縮 汚 泥 出 口 ９ を 備 え て い る 。 前 記 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ７ は
、 モ ー タ １ ０ 等 を 駆 動 源 と し て 回 転 駆 動 さ れ 、 前 記 凝 集 汚 泥 入 口 ８ か ら 供 給 さ れ る 前 記 凝
集 汚 泥 を 前 記 濃 縮 汚 泥 出 口 ９ へ 向 け て 搬 送 し 、 こ の 搬 送 過 程 に お い て 、 前 記 凝 集 汚 泥 に 予
備 濃 縮 処 理 又 は 予 備 脱 水 処 理 が 施 さ れ る 。 脱 水 に よ る 分 離 液 （ 水 分 ） Ｗ は 、 前 記 予 備 濃 縮
用 濾 過 室 ６ の 網 目 か ら 流 下 し 、 後 で 述 べ る よ う に 、 前 記 主 脱 水 部 ４ の 洗 浄 液 と し て 用 い ら
れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ で 予 備 濃 縮 さ れ た 汚 泥 は 、 上 下 方 向 に 延 び る 汚 泥 通 路 １ １ を 介 し て 前
記 主 脱 水 部 ４ へ と 供 給 さ れ 、 適 宜 の 方 法 で さ ら な る 脱 水 処 理 を 受 け る 。 本 実 施 の 形 態 で は
、 前 記 主 脱 水 部 ４ に お い て 、 圧 搾 に よ る 脱 水 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 す な わ ち 、 前 記 主 脱 水 部 ４ は 、 周 壁 が パ ン チ ン グ メ タ ル 等 の 通 水 性 多 孔 板 か ら な る 横 向
き 円 筒 状 の 主 脱 水 用 濾 過 室 （ 主 脱 水 用 通 水 性 濾 過 室 ） １ ２ と 、 該 主 脱 水 用 濾 過 室 １ ２ 内 に
同 心 に 配 設 さ れ た ス ク リ ュ ー １ ３ と 、 を 備 え て い る 。 前 記 主 脱 水 用 濾 過 室 １ ２ は 、 そ の 外
周 面 に お け る 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ 側 の 端 部 の 上 部 に 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ か ら 前 記 濃 縮 汚 泥 を
受 け 入 れ る た め の 濃 縮 汚 泥 入 口 １ ４ を 備 え 、 そ の 反 対 側 の 端 部 に 、 脱 水 ケ ー キ 出 口 １ ５ を
備 え て い る 。 前 記 濃 縮 汚 泥 入 口 １ ４ は 、 前 記 汚 泥 通 路 １ １ を 介 し て 、 前 記 予 備 濃 縮 用 濾 過
室 ３ の 前 記 濃 縮 汚 泥 出 口 ９ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 ス ク リ ュ ー １ ３ は 、 前 記 主 脱 水 用 濾 過 室 １ ２ の 前 記 濃 縮 汚 泥 入 口 １ ４ 側 か ら 前 記 脱
水 ケ ー キ 出 口 １ ５ 側 に 向 け て 徐 々 に 大 径 と な る テ ー パ ー 状 胴 体 １ ６ を 備 え 、 該 テ ー パ ー 状
胴 体 １ ６ の 外 周 に は 、 前 記 主 脱 水 用 濾 過 室 １ ２ の 内 径 に 適 合 す る 一 様 の 外 径 を 有 す る ス ク
リ ュ ー 羽 根 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 前 記 ス ク リ ュ ー １ ３ は 、 モ ー タ １ ８ 等 を 駆 動 源 と し て
回 転 駆 動 さ れ 、 前 記 濃 縮 汚 泥 入 口 １ ４ か ら 供 給 さ れ る 前 記 濃 縮 汚 泥 を 前 記 脱 水 ケ ー キ 出 口
１ ５ へ 向 け て 搬 送 す る 。 前 記 ス ク リ ュ ー １ ３ の 外 周 面 と 前 記 主 脱 水 用 濾 過 室 ６ の 内 周 面 と
の 間 の 環 状 の 脱 水 空 間 １ ９ は 、 前 記 脱 水 ケ ー キ 出 口 １ ５ へ 近 づ く に つ れ て 徐 々 に 狭 く な っ
て い る 。 し た が っ て 、 前 記 濃 縮 汚 泥 は 、 前 記 脱 水 ケ ー キ 出 口 １ ５ へ 向 け て の 搬 送 過 程 で 徐
々 に 大 き な 圧 搾 作 用 を 受 け 、 水 分 を 搾 り 取 ら れ る 。 脱 水 に よ る 分 離 液 （ 水 分 ） は 、 前 記 主
脱 水 用 濾 過 室 １ ２ の 網 目 か ら 流 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ で 分 離 さ れ た 分 離 液 Ｗ は 、 前 記 主 脱 水 部 ４ の 前 記
主 脱 水 用 濾 過 室 １ ２ 上 に 供 給 さ れ る 。 こ の た め 、 脱 水 作 業 中 は 常 時 、 前 記 主 脱 水 用 濾 過 室
１ ２ の 外 表 面 が 前 記 分 離 液 Ｗ で 洗 浄 さ れ る こ と に な り 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ で の 分 離 液 Ｗ が
有 効 活 用 さ れ る と と も に 、 前 記 主 脱 水 用 濾 過 室 １ ２ の 目 詰 ま り 等 が 防 止 さ れ る 。 特 に 、 本
実 施 の 形 態 で は 、 前 記 主 脱 水 用 濾 過 室 １ ２ の 真 上 に 前 記 予 備 濃 縮 用 濾 過 室 ６ が 配 設 さ れ て
い る の で 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ で 脱 水 さ れ て 前 記 予 備 濃 縮 用 濾 過 室 ６ か ら 流 れ 落 ち る 分 離 液
Ｗ が 、 特 別 な 配 管 や 案 内 部 材 等 を 要 す る こ と な く 、 そ の ま ま 前 記 主 脱 水 用 濾 過 室 １ ２ 上 に
降 り か か る 。 こ の た め 、 脱 水 装 置 の 構 成 が シ ン プ ル と な り 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 汚 泥 脱 水 装 置 １ は 、 前 記 汚 泥 通 路 １ １ を 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ か ら 前 記 脱 水 部 ３ へ の
前 記 濃 縮 汚 泥 の 通 過 を 許 容 す る 通 泥 状 態 と 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ か ら 前 記 脱 水 部 ４ へ の 前 記
濃 縮 汚 泥 の 通 過 を 阻 止 し て 外 部 へ 排 出 す る 排 泥 状 態 と 、 に 切 換 え 可 能 な 給 泥 制 御 機 構 ２ ０
を 備 え て い る 。 該 給 泥 制 御 機 構 ２ ０ は 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ で の 汚 泥 の 凝 集 状 況 が 悪 い 場 合
等 に 使 用 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 す な わ ち 、 汚 泥 の 凝 集 状 況 は 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ で 目 視 に よ り 判 定 で き る の で 、 添 加 し
た 凝 集 剤 に よ る 凝 集 効 果 が 十 分 に 発 揮 さ れ て い な い 場 合 に は 、 前 記 給 泥 制 御 機 構 ２ ０ を 操
作 し て 、 前 記 汚 泥 通 路 １ １ を 前 記 通 泥 状 態 か ら 前 記 排 泥 状 態 へ と 切 換 え る こ と に よ り 、 前
記 脱 水 部 ４ の 手 前 で 汚 泥 を 装 置 外 へ と 取 り 出 す 。 こ れ に よ り 、 前 記 脱 水 部 ４ に お け る 脱 水
率 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。 外 部 へ 取 り 出 し た 汚 泥 は 、 前 記 凝 集 処 理 部 ２ に 再 投 入
し 、 添 加 す る 凝 集 剤 を 汚 泥 の 性 状 に 応 じ た 適 切 な 種 類 の も の に 変 更 し て 、 再 度 、 前 記 予 備
濃 縮 部 ３ へ と 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 で は 、 前 記 給 泥 制 御 機 構 ２ ０ が 、 流 路 変 更 用 フ ラ ッ プ ２ １ と 、 排 泥 口 開 閉
用 フ ラ ッ プ ２ ２ と 、 の 組 み 合 わ せ で 構 成 さ れ て い る 。 前 記 両 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ は 、 前 記
汚 泥 通 路 １ １ を 画 成 す る 通 路 画 成 筒 ２ ３ の 一 部 を 構 成 し て お り 、 上 端 部 の 枢 支 軸 を 中 心 と
し て 下 端 部 側 が 揺 動 自 在 と さ れ て い る 。 前 記 流 路 変 更 用 フ ラ ッ プ ２ １ は 、 前 記 通 路 画 成 筒
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２ ３ の 外 表 面 に 沿 っ て 延 び た 通 泥 時 姿 勢 （ 図 １ に 実 線 で 示 し て あ る ） と 、 前 記 汚 泥 通 路 １
１ を 横 切 る よ う に 斜 め に 延 び て 汚 泥 を 前 記 汚 泥 通 路 １ １ の 外 部 へ と 案 内 す る 排 泥 時 姿 勢 （
図 １ に 仮 想 線 で 示 し て あ る ） と 、 に 変 位 自 在 で あ る 。 同 じ く 、 前 記 排 泥 口 開 閉 用 フ ラ ッ プ
２ ２ は 、 前 記 通 路 画 成 筒 ２ ３ に 形 成 さ れ た 排 泥 口 ２ ４ を 閉 じ る 通 泥 時 姿 勢 （ 図 １ に 実 線 で
示 し て あ る ） と 、 前 記 排 泥 口 ２ ４ を 開 放 す る 排 泥 時 姿 勢 （ 図 １ に 仮 想 線 で 示 し て あ る ） と
、 に 変 位 自 在 で あ る 。 そ し て 、 前 記 両 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ を 前 記 通 泥 時 姿 勢 に 保 持 す る と
、 前 記 汚 泥 通 路 １ １ が 通 泥 状 態 と な り 、 前 記 両 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ を 前 記 排 泥 時 姿 勢 に 保
持 す る と 、 前 記 汚 泥 通 路 １ １ が 排 泥 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 前 記 両 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２ ２ は 、 そ の 姿 勢 変 更 操 作 を 手 動 で 行 う こ と と し て も 良 い
し 、 適 宜 の ア ク チ ュ エ ー タ を 設 け て 動 力 駆 動 さ れ る よ う に し て も 良 い 。 ま た 、 前 記 両 フ ラ
ッ プ ２ １ ， ２ ２ を 、 図 示 し な い 適 宜 の 連 結 部 材 で 互 い に 連 結 し 、 前 記 両 フ ラ ッ プ ２ １ ， ２
２ の 前 記 通 泥 時 姿 勢 と 前 記 排 泥 時 姿 勢 へ の 姿 勢 変 更 操 作 が 、 前 記 連 結 部 材 を 介 し て 連 動 し
て 行 わ れ る よ う に す る と 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ の Ｉ Ｉ 矢 視 図 で あ る 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 汚 泥 通 路 １ １ を 画 成 す る 前 記 通 路 画 成
筒 ２ ３ は 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ 側 か ら 前 記 脱 水 部 ４ 側 に 近 づ く に つ れ て 拡 開 し て い る も の と
す る の が 望 ま し い 。 こ の よ う に す れ ば 、 前 記 予 備 濃 縮 部 ３ で 濃 縮 さ れ た 汚 泥 が 前 記 汚 泥 通
路 １ １ 内 に 詰 ま っ て し ま う こ と が 防 止 さ れ て 、 一 層 好 適 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 汚 泥 脱 水 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ｉ Ｉ 矢 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ３ 　 　 予 備 濃 縮 部 （ 第 一 の 脱 水 部 ）
　 ４ 　 　 主 脱 水 部 （ 第 二 の 脱 水 部 ）
　 ６ 　 　 通 水 性 濾 過 室 （ 予 備 濃 縮 用 濾 過 室 ）
　 １ １ 　 汚 泥 通 路
　 １ ２ 　 通 水 性 濾 過 室 （ 主 脱 水 用 濾 過 室 ）
　 ２ ０ 　 給 泥 制 御 機 構
　 ２ １ 　 流 路 変 更 用 フ ラ ッ プ
　 ２ ２ 　 排 泥 口 開 閉 用 フ ラ ッ プ
　 ２ ４ 　 排 泥 口
　 Ｗ 　 　 予 備 濃 縮 部 で の 分 離 液

10

20

30

(6) JP 2005-218888 A 2005.8.18



【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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